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改 善 箇 所 説 明 図 

 前後輪のブレーキが連動して作動する機能（デュアルコンバインドブレーキシステム）が付いた

制動装置において、制動時に前輪から後輪へ制動力を伝えるセカンドマスタシリンダの構造が不適

切なため、ブレーキホースから溶け出した亜鉛化合物とブレーキ液中の成分が反応して生成された

化合物によって、ブレーキの液圧を解除するための油路が閉塞することがある。そのため、後輪ブ

レーキが引きずり、そのまま走行を続けると、後輪ブレーキが過熱して、最悪の場合、火災に至る

おそれがある。 

セカンドマスタシリンダ断面図（改善前） セカンドマスタシリンダ断面図（改善後） 

改善の内容 

 全車両、セカンドマスタシリンダを対策品に交換する。また、ブレーキ配管を清掃し、リヤマ

スタシリンダを新品に交換する。 

識別：車台番号付近に赤色の識別ラベルを貼付する。 

注：      は交換部品を示す。 
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